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言葉に着目し、言葉を探る大切さを知る

言葉に隠されたものを見つける「追求」の
面白さを知る

言葉の力を育てるための「追求の授業づくり」に
挑戦する気持ちをもつ
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今回のポイント



3Introduction

全国学力調査⇒中学・国語の正答率が前年度から11ポイント低下し、過去最低となった。

文部科学省、SNSや動画視聴の時間については、中学校で少し増えてきている。ゲームや動画視聴などに
とられる時間が多いほど、正答率が低い」とも伝えられた。

「失敗する人はキーワード読みである」 ⇒単語レベルでは理解しても、文章として理解できていない。

単語としてはほぼ同じものが使われているものの、その順番や助詞が違うことで、全く意味が異なっているのに、
これに気づかない。助詞がどちらからどちらに行っているなど、構造を読む力がない。

情報の一部だけを切り取って、しかも正しく意味を取らずに受け取ってしまう。部分的に見て、勝手に自分で
判断している、全体を見ていない。SNSなどから流れてくる情報量があまりに多いので流し読みをする、部分的に
読むというような自己流で読んでしまう。
その自己流の読みはなかなか治せない。それは『読み』は脳内で起こっているので、隣の人がどういう風に読ん
でいるか観察できないから。

Ameba timeｓ（8/２） より
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特に強く印象に残った言葉と、そうでない言葉との間には、はっきりとした差があるだろう。記憶に残りやすい
のは、自分にとって馴染みのある言葉や、自分が普段から関心を持っている言葉である。あるいは、トラウマに
なっている出来事に関する言葉を、「無意識」に拾ってしまうかもしれない。しかし、それらはいずれも、読者に
とって重要な言葉であり、文脈上、作者が特に強調したかった言葉ではないのである。つまり、読者はそのとき、
作者の言わんとするところを理解するのではなく、単に自分自身の心の中をそこに映し出しているに過ぎない。

平野啓一郎『本の読み方 －スローリーディングの実践－』より
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１ 言葉の学習としての国語教育

「話す・

聞く」言葉

• 日常生活の
中で獲得す
る

「読む」言葉
• 学校の学習
を通して獲
得する

「書く」言葉
• 学校の学習
を通して獲
得する

どんな言葉（単語）も、ほとんど無
意識に発音できる文法（動詞の形態
変化、格助詞の使い方、等）も無意
識に使用できる。

文章構造を意識しながら言葉の
意味・使い方・ニュアンス等を
あてはめていく。意識しないと
使用できない。

必要な単語を選び、構文法にあ
てはめていく。表現の的確さも
求められる。意識しないと使用
できない。

壁
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２ 「話す・聞く」から「読む」へ、「読む」から「書く」へ

「みる」って
そう言う使い
方か…

この書き方
にはドキッと
するな

「 」は、ど
うしても伝えた
い言葉だな

この書き方よりも
ぴったりの書き方
はないかな

接続語を使った
方が分かりやす
くなるかな

言葉を
自覚的に使う段階

言葉を
自覚する段階

この言葉よりも、
こちらの言葉を
使ったほうが伝
わりやすいな
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３ 言葉を関係の中で学ぶ

言葉の学習としての「関係」を
大切にした授業づくり

子どもは読みながら、頭の中ではいろいろのことをしゃべったり聞いたりしてい
るのです。（中略）
ですから、「話し・聞き」という作業は、じつは「読む」という作業のなかに
入ってきているのです。それを切り離してしまうと、「話し・聞き」も死んでしま
うし、「読む」ほうも死んでしまうのです。まして「書く」ことは、ひじょうな集
中のエネルギーを必要としますから、書くという孤独な作業を通じて、たくさんの
友だちのなかへ自分が橋を架けて、それによってみんなと対話をするところまでは、
なかなかいかない。書くことを通じて、そういう喜びに満ちた世界に子どもたちが
入り込むことは、ひじょうにむずかしい。「読む」「聞く」「話す」、そして「書
く」という活動がぜんぶ連結しているという認識のうえにたって子どもに教えるべ
きだと思います。実際、書くという作業はそこまでいかないと、意味がないのです。

大岡信『日本語の豊かな使い手になるために』より

聞く・話す

書く読む
小説をつくり出す行為と、小説を読み取る行為とは、与える者と受け取るものと
の関係にあるのではない。それらは人間の行為として、両者とも同じ方向を向いて
いるものである。（中略）言葉を文字に書きつける作業と、文字から言葉を読み取
る作業とは、おなじ構造に属する活動である。

大江健三郎『小説の方法』より

文章の組み立てというものを講義するのもよくない。そんなことぐらい名文を熟
読すれば自然に判ってくる。

丸谷才一『完本 日本語のために』より
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４ 言葉のモデル

子どもの言葉が育つ条件

〈乳幼児期〉１乳児期からたくさんの豊かな言葉を周囲の人からかけられること（聞くこと）

２周囲の人の言葉をまねて発すること

モデル ＝大人・保育者

〈児童期〉 モデル ＝大人・教師・教科書

教科書教材をモデルとして…

言葉の意味・働き・使い方・言葉の関係性・言葉の力強さ、美しさ
・言葉の選択の見事さ・文体の明快さ・文章構成の面白さ…

などに触れ、学ぶことを繰り返す。 ⇒〈「読む」言葉の獲得〉

〈「書く」言葉の獲得〉

まずはここから！
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５「読む言葉」の効力
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〈よくある読み〉

たぬきは、罠から助けてくれたおかみさ
んに、糸をつむぐことで恩返しをした
かった。その恩返しができて、うれしく
てたまらない、となった。

〈言葉に着目した読み〉

たぬきは、おかみさんに気づかれないよ
うに、その目をぬすんで糸をつむいでい
た。糸を束ねて積むのに夢中になってい
て、おかみさんがのぞいているのに気づ
かなかった。おかみさんに気づいてそと
に飛び降りた。
でも自分が思った通り（おかみさんの

まね）に糸をつむぐことができて、非常
に満足して、うれしくてたまらなくなっ
た。

イメージの
変換
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『友
情
の
か
べ
新
聞
』（五
年
）よ
り

５「読む言葉」の効力



分かっている
つもりの理解

（最初のイメージ）

言葉にもとづく
深い理解

（新しいイメージ）

隠された
宝物の発見
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６「読む言葉」へ着目するきっかけ

謎・矛盾・疑問を生む、登場
人物の言動を表す言葉

謎・矛盾・疑問を生む言葉

謎・矛盾・疑問をか
ら問題をつくる

言葉の使い方や意
味、働き、関係性か
ら、問題を解決し、
理解し直す

「すぐれた小説家は、最も大切な宝物をみすみす見えるところに置いたりはしない、隠すのだ」「小説家はどうやって
宝物を埋め込むのだろうか。その一つの方法は、肝心な事柄を省略して書かないことである。」「言葉の隙間こそが重
要な働きをしている」「小説の重点は因果関係（プロット）に置かれており、『なぜか』という問いを満足させるために書
かれたもの」 （石原千秋 『未来形の読書術』)

「とにかく、大切なのは、立ち止まって、『どうして？』と考えてみることだ」「会話の中で、聴く気のない相手に対して、
人が『この人に話しかけてもしかたない』とそっぽを向いてしまうように、『なぜ？』という疑問を持たない人には、本は
永遠に口を閉ざしてしまうだろう」 （平野啓一郎 『本の読み方－スローリーディングの実践－』）

追求の授業（国語）

言葉・文の事実の裏に隠された
宝物（深い内容、教材の訴え、
作者が伝えたいこと）などを読
み解くことを通して、の分かっ
たつもりの読みを、言葉の証拠
に裏付けされた深い読みに変え、
新たなイメージをもつ。

読む言葉の
獲得過程
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演 習

『みきのたからもの』 はちかい みみ

（光村図書 ２年下）



13

８ 謎・矛盾・疑問から問題をつくる

それからなのです。「しょうらいのゆめ」をしつもんされたとき、みきが、「うちゅうひこうし」と
こたえるようになったのは。

なぜ、ずっと変わらず「宇宙飛行士」と答えるの？

それほどの理由が「それからなのです」の「それ」に隠れている

「それから」とは「『どのこと』から」なのか？（＝ずっと言い続ける原因となったこと）

〇 ナニヌネノンと出会ったから。

〇 ナニヌネノンと出会って、（ ？ ）だったから。
〈きっかけ〉 〈直接は書かれていない（謎）〉

このことを話題にするって
どういうこと？
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10 新しいイメージをもつ（隠された宝物の発見）

１場面の
イメージ

変化

謎①

謎②

４場面の
イメージ
変化

謎⑦

謎⑧謎⑨

５場面の
イメージ
変化

謎⑩

謎⑪謎⑫

２場面の
イメージ

変化

謎③

謎④謎⑤

３場面の
イメージ

変化
謎⑥

６場面の
イメージ

変化

謎⑬

謎⑭
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11 まとめ① 学習における問題の重要性

謎を育てる

「良い問」の条件の第一は、それが自分の発した謎だ
ということです。他人が発した謎、でき合いの謎では
切実に迫ってこない。仮にでき合いだと謎だとしても、
自分が痛切に「おや、おかしいぞ、不思議だぞ」と思っ
たとき、それは良い問になるわけですね。

二番目に大切なのは、謎をいかにうまく育てるかとい
うことです。どんな謎でも、最初は「不思議だなあ」と
いった漠然としたものにすぎない。それを上手に「良
い問」に孵化してやることが大切です。

（中略）

一番大切なのは、謎を自分の心に銘記して、常にな
ぜだろう、どうしてだろうと思い続ける。思い続けて謎
を明確化、意識化することです。そのためには、自分
の中に他者を作って、そのもう一人の自分に謎を突
きつけて行く必要があります。

丸谷才一 『思考のレッスン』より

言葉、言葉と言葉の関係に謎・矛盾・疑問を見つける

• （登場人物は）なぜ、このようなことをするの？（･･･ように書かれているの？）

• （登場人物は）なぜ、こうしないの？（･･･ように書かれているの？）

• （登場人物は）なぜ、こんなことを言うの？（･･･ように書かれているの？）

• （登場人物は）なぜ、こんな言い方をするの？（･･･ように書かれているの？）

• なぜ、無くてもいいのに、わざわざこの言葉を使っているの？

• なぜ、他の言葉でもいいのにわざわざこの言葉を使っているの？

• なぜ、あえてこの言葉を書いていないの？

• 「こ・そ・あ・ど」言葉の示しているものは何？

• なぜ、〈逆接の接続語、助詞、助動詞、副詞、形容詞など〉を使っているの？

• なぜ、わざわざ「 」として発話・会話にしてあるの？

• なぜ、倒置や繰り返し、強調などを使っているの？

• なぜ、同じ内容なのに違う書き方に変えてあるの？ 等

子どもにとって、切実感のある謎・矛盾・疑問（問題）が存在することが、学習の必然性を生む
〈追求の動機〉



12 まとめ② 追求の授業への挑戦

表面上見える
ものを読む

疑問・矛盾・
謎をもつ
（問題づくり）

隠された内容を追求する段階

読んで、大体の内容
をつかむ段階

考えをもち、
考えの違い
に出会う

言葉を証拠
に問題を解
決する

新しいイメー
ジをもち、宝
物を見つける

追求の動機①
教材の表現・内容
について「謎を育て
る」

追求の動機②
自分の考えと友だ
ちの考えの違いに
ついて「謎を育て
る」

論証・対話
言葉を証拠に挙
げながら、論理的に
解決に向かう

イメージの転換
最初のイメージが
新しいイメージに変
わり、教材の価値に
触れる

前提：教材解釈

主体性・対話性



17

13 まとめ③ 子どもの理解との差をつくること（教材解釈）の重要性

教師の理解 児童の理解

教材に対する教師の理解と子どもの理解
に差がなければ、指導は成立しない。

教材対する教師の理解と子ど
もの理解に差がつくることで、
指導が成立する。
その差をつくる作業が「教材
解釈」

教師の理解

児童の理解

教師が、教材をみ、教材を解釈する場合は、子どもをみる場合と同じに、まず、いっさいの先入観とか既成の概念的な知識と
かを捨て、そこに表現されている教材の事実にしたがって考え、自分の解釈とかイメージをつくり出すという態度が必要である。
それは対象の事実にしたがって、自分の目でとらえるという努力をしていくことであり、教材の中から少しでも多くの自分の発
見をし、自分の解釈をつくり出していくということである。

教師が教材に対して自分の解釈を持ち、課題や問題をもち、それらのなかからつくり出した自分のイメージを持っていれば、
授業はすでに展開し成立したと云っても云いすぎではない。それは教師が、そういうものを自分のなかに強くもっていればいる
ほど、その問題を子どもの問題とし、子どもと一緒に追求してみたい気持にかられるからである。そのために、あらゆる努力を
惜しまずに問題を子どもにぶっつけていくようになるからである。

斎藤喜博『授業と教材解釈』よ
り


